
日時

場所

参加者

●　午前　

●　午後　　

２０１６年５月７日（土）　 ９時００分～ １５時００分

金ヶ崎公園

市民自然図鑑案内人（寺岡先生：午前のみ）／１名、　エコウイング会員／３名、
団体会員（明石高専：午後のみ）／7名、　その他／３名（午前のみ）、　事務局／１名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計／ １５名

　今月の活動も朝９時に集合し、午前中は市民自然図鑑の案内人の先生とともに公園内を一巡して昆虫観察
をしました。今日は、市内の小学２年生の男の子とその両親の一家３名が参加され、にぎやかな観察会になり
ました。
　５月になって気温はやや高かったものの、曇り空で日差しがなかったためか、チョウやトンボなどはあまり姿を
見せませんでした。それでも、ハチやアブ、コウチュウ、カメムシなどの昆虫を色々と観察することができまし
た。

●　次回の活動は６月４日（土）の予定です。たくさんの皆様のご参加をお待ちしています。

　午後は３名の親子に替わり、明石高専の先生と学生７人が久しぶりに参加して、公園入口の竹林でモウソ
ウチクの間伐の作業をしました。今年は大きなタケノコがたくさん生えてきて、金ヶ崎公園の竹林もだんだん立
派な姿になってきました。初参加の学生の皆さんも４名いたので、ノコギリによる間伐の要領や注意点の指導
をして、作業に取り組んでもらいました。
　今日も事故などもなく、定刻の午後３時に活動を終えました。

小学生の一家も一緒に朝のミーティング 昆虫観察の風景（その１）

昆虫観察の風景（その２） 昆虫観察の風景（その３）

 「ふれあいの里山」復活大作戦 



竹林間伐の要領の説明を聞く学生たち 竹林の間伐作業（その１）

竹林の間伐作業（その２） 大きなタケノコが生え立派な姿になってきた竹林

作業を終えて竹林をバックに全員で記念撮影



ベッコウガガンボ

モンキアゲハ コミスジ ヒメウラナミジャノメ

　交尾中のムシヒキアブのなかま ムシヒキアブのなかま

ホソヒラタアブの顔 シオカラトンボ（メス）ホソヒラタアブ

MORIさんとHIROYA君の自然観察日記（その１）
　今日、金ヶ崎公園で撮影した昆虫などを紹介します。今日は、曇り空ながら気温も上がってハチや
アブのなかまを色々と観察できました。チョウのなかまは数が尐なかったのですが、モンキアゲハが
タニウツギの花の蜜を吸う姿を撮影できました。
　カミキリムシやハムシ、テントウムシなどのコウチュウ類や、トンボ、カメムシのなかまなども、観察
できました。

アリガタバチのなかまコガタスズメバチ イッシキツマグロアメバチ



クヌギカメムシの幼虫

MORIさんとHIROYA君の自然観察日記（その２）
クワキヨコバイ

ツマグロハナカミキリヒトオビアラゲカミキリ

クロハグルマエダシャク コベニスジエダシャク

ハナムグリ

ムーアシロホシテントウ ハムシのなかま？ ヨモギハムシ

クヌギカメムシ

ナナホシテントウ  クサカゲロウのなかまの幼虫 クロツヤハダコメツキ



スズメの幼鳥餌をくわえたシジュウカラ くすんだ色になったマガモ

緑色のアマガエル 迷彩模様のアマガエル大きなトノサマガエル

ハクセキレイ

　野鳥では、夏鳥のコサメビタキやセンダイムシクイが姿を見せました。キビタキの声も聞こえましたが、撮影
はできませんでした。金ヶ崎公園の常連の野鳥では、ホオジロ、コゲラ、ハクセキレイを観察しました。この時
期は子育てをする野鳥が多く、シジュウカラがヒナに与える餌をくわえていたり、スズメの幼鳥が親から餌をも
らう様子も観察できました。
　ふもとの北浦池では、まだマガモが残っていましたが、羽の色は夏毛のくすんだ色になっていました。
その他の動物では、トノサマガエルやアマガエルが姿を見せました。アマガエルは、普通の緑色のものと迷彩
模様のものがいました。

コゲラ

コサメビタキ センダイムシクイ ホオジロ（オス）

ホオジロ（メス）

MORIさんとHIROYA君の自然観察日記（その３）



タニウツギの花ノゲシの花 カタツムリ

MORIさんとHIROYA君の自然観察日記（その４）

イロハモミジの若い種子 ツボスミレの花 コナスビの花

ハハコグサの花 ケキツネノボタンの花 ウシハコベの花

　植物では、初夏を迎えてイロハモミジの若葉の色が濃くなり、その中に薄紅色の種子も大きくなってきていま
した。草花では、ツボスミレやコナスビ、ハハコグサ、ケキツネノボタン、ウシハコベ、ノゲシなどが咲いていま
した。また、タニウツギの薄いピンクの花も見ごろでした。
　そのほかには、最近あまり見かけなくなったカタツムリも何匹か観察できました。


